
、 、
同助教授を経て、
2015年より同教授となる。

15

環境DNA、AI、リモートセンシング、AR/VR/MRを
用いた流域における環境・防災に関わる研究

・ 環境水理学
・ 河川工学
・ 生態系影響評価
・ 水災害
・ 環境DNA

降

先端技術を活用した流域環境把握のイメージ

研究室HP:  http://ds.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~yakamats/index.html
環境ＤＮＡ研究センターHP: http://cedna.kenkyu.yamaguchi-u.ac.jp/
グローカル環境・防災学研究会HP: http://glocal.civil.yamaguchi-u.ac.jp/index.html

水が表流水となって集まりつつ流れる範囲全体を意味する「流域」

において，河川，湖沼，沿岸域は人体における血管に近い役割を果

たしています。流域という一つの生命集合体の健全性を河川，湖沼，沿岸の

水に着目して診断し，様々な環境・防災の問題に最先端技術を利用して取

り組んでいます。現在は以下のようなテーマに主に取り組んでいます。

　①環境DNAの生態・水産・医療/衛生への応用

　②UAV/衛星リモートセンシングを用いた河川管理法の開発

　③AR/VR/MRを用いた流域における環境・防災の見える化

　④AIを活用した河川水位・生物生息場の予測手法の開発

　⑤河川生態系モデルの開発

　⑥クラウド型車載雨量計ネットワークシステムの開発

　⑦ウイルスの流行モニタリングとリスク管理法の開発

2003年 東京工業大学大学院　博士後期課程修了
2003年 日本学術振興会特別研究員（ミネソタ大学客員研究員）
琉球大学工学部環境建設工学科 助教授、        
東京理科大学理工学部土木工学科 助教、        
山口大学准教授を経て、
2020年より同教授となる。        
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小さな粒子の挙動から見る地盤の強さ、
形状変化に関する研究

・ 地盤工学
・ 地盤防災
・ 地盤の挙動

一

粒子の形状の違いによる斜面の傾きの変化

見ひとつの塊に見える「土」は、手にとって見ると、小さな粒子の集

合体であることが分かります。それらの粒子が流水等による堆積

や、構造物の建設等によって受ける力によって接触、干渉し合いその相互

作用によって静止しているときに、地盤は安定しています。新たに外から加

わる力によって、粒子群が耐えうる強度を超えて粒子が移動する時、地盤は

地すべりや地盤沈下等を起こします。

この様に、地盤全体から見れば小さな粒子の挙動が結果的に地盤全体の

挙動を理解するために重要となります。そこで、土の強さ、形状の変化の特

性を解析から求め、この結果から小さな粒子の挙動が与える影響を評価す

る研究を進めています。さらに、粒子が個々に形状が異なることや、粒子間

に存在する水が土に与える影響を考慮した、実際の土らしさを表現でき、

かつより簡単、短時間で解析を行う手法の提案を目指しています。

http://geotech.civil.yamaguchi-u.ac.jp/WEBサイト

梶山  慎太郎 助教
Kajiyama Shintaro 

2012年 山口大学工学部卒業 
2017年 山口大学大学院理工学研究科修了
2017年より山口大学助教となる。

（2015年～2017年 日本学術振興会特別研究員）       
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山口大学助手、同講師、同准教授を経て、
2017年より同教授となる。

空からの高精細3次元測量で
異常気象時代の防災を支えたい

・ 測量・リモートセンシング
・ 空間・環境統計
・ データサイエンス

ド

ドローンで測量された 3 次元点群（佐波川）。
20 分足らずの飛行で撮った写真から、約 1 億点を測量している。
陸上だけでなく、浅い水の底も測量できる。

ローンで撮影した写真を使って、地形や構造物を細かく効率よく測

量する技術を開発しています。測量といえば三脚に器械を載せて

覗くイメージがあるかと思いますが、この従来の方法では、1点1点の位置

を測るのに時間がかかります。そのため、例えば河川の地形も満足な頻度・

密度で測ることが出来ず、大きな河川でも5年に1度、200m間隔で測量す

る程度でした。

豪雨の際、氾濫の危険や氾濫しやすい箇所を的確に予測するには、普段か

らその川の地形や植生の繁茂状況を細かく測っておくのが理想です。それ

を可能にする技術として、私たちはドローンを使った写真測量に着目し、出

来るだけ効率と精度を上げるための撮影方法・解析方法を研究していま

す。技術的に複雑なテーマですが、日々妥協せずに議論を重ね、研究室全

体で力を合わせて取り組むことで、各自の問題の発見・解決能力、効率的な

チームワーク力、基礎を大切にする姿勢を育んでいます。

神野  有生  准教授
 Kanno Ariyo

2005年 東京大学工学部システム創成学科 修了
2010年 東京大学大学院新領域創成科学研究科 修了
山口大学助教を経て、
2017年より同准教授となる。

（宇宙航空研究開発機構（JAXA）研究開発員）



18

失われゆく干潟環境の保全のために
～干潟変形応答メカニズムの解明～

・ 海岸工学
・ 土壌・地下水・水環境
・ 海洋地質
・ 水災害

干

山口湾椹野川河口の南潟における地形観測．無人航空機による航空測量により、
毎月の干潟地形の変化を捉える。

潟は、水質浄化や生物多様性の維持など多様な機能を有し、健全

な沿岸環境を維持する上で重要な役割を果たしています。しかし

ながら、我が国の干潟は都市の発展とともに埋め立てられ、僅かに残った

ものについても、泥質化や生物相の変化など本来の姿を失いつつありま

す。さらに、今後は気候変動にともなう極端気象の増大や海面水位の上昇

を受け、大規模なかく乱・土砂供給イベントの増加や侵食堆積バランスの

崩壊により干潟地形の消失が懸念されています。そこで、底質土砂内部の

水理・地質動態の把握といった微視的観点と、航空測量や観測衛星による

地形・流況把握といった巨視的観点の両面から干潟の物理環境を定量化、

干潟の変形応答メカニズムを解明し、今後の干潟環境保全に資する物理

プロセスベースの地形変化予測モデルを開発します。

http://www.suiri.civil.yamaguchi-u.ac.jpWEBサイト

白水  元  助教
Shirozu Hajime

2012年 熊本大学工学部卒業 
2017年 熊本大学大学院自然科学研究科修了
2017年より山口大学助教となる。
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）、
を経て、 同

を経て、 より
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（2008年 西オーストラリア大学上級訪問研究員）

1993年 信州大学工学部社会開発工学科卒業
1998年 信州大学大学院工学系研究科博士後期課程修了
山口大学助手、同准教授を経て、
2016年より同教授となる。

http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~taishin/

、同講師、同助教授を経て、

長時間スケールで災害の起こり方と
防災の在り方を考える「時間防災学」を展開

・ 
・
・
・

土質力学
地盤防災
火山噴出物・土石流
自然災害予測・分析・対策

豪

2018 年 7 月の豪雨では、流出した土砂が洪水流と一体となって氾濫し、大きな被
害が出ました。このような現象が過去に発生していたかどうかを調べています。

雨災害が毎年のように発生していますが、被害に遭われた方から

は「今までこんなことはなかった」「ここまで土砂（水）がくるとは思

わなかった」との声をお聞きすることがあります。しかし、その土地の歴史

を調べてみると、同じ場所や近い所で土石流や洪水が過去に何度も起こっ

ていることが多いです。残念ながら災害記録や教訓が防災に生かされてい

ません。

そこで、過去の災害の特徴・傾向を解明することが防災対策の一助になる

と考え、100～1000年の時間スケールで災害の起こり方と防災の在り方を

考える「時間防災学」を提唱し、全国展開しています。研究では、現場に出向

いて土石流や洪水の痕跡を見つけ、そこから試料を採取し、実験室で土質

分析・年代測定を行っています。また、歴史アーカイブをもとに災害の発生

状況を調べています。この研究は日本史、考古学、社会学などの知見や見

方が大切なので、文系の研究者と協力しながら研究に取り組んでいます。
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2003年より
を経て、

 准教授

、山口大学助教を経て、
2017年より同准教授となる。
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、同助教授を経て、

（2000年 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

安全にトンネルを施工する方法を
数値解析を用いて検討する

・ トンネル工学
・ 岩盤工学
・ 地盤と構造物
・ 廃棄物地下保存・処分

日

トンネル施工時に問題となる事項について、数値解析を用いて
シミュレーションしています。

本は，国土の約8割近くが山地で占められており，地質が世界的に

も非常に複雑で変化に富んでいます。このような山（地山といいま

す）にトンネルを設計・施工する場合，特殊な条件の地山に遭遇することが

あり，技術者が苦労することがあります。日本のトンネル技術は，先人が困

難な現場を乗り越えてきた苦労と経験がもとになっており，世界有数の技

術と言われています。

私の研究は，先人の経験によって考案された技術の効果を数値解析シミュ

レーションによって可視化し，さらに施工効率がよく安全性・経済性の高い

トンネル施工技術を考案しています。また，トンネルの新設施工だけでは

なく既に作られた数多くのトンネルが老朽化していくことも近年問題となっ

ています。トンネルの維持管理に役立つ研究についても数値解析やその他

手法を用い取り組んでいます。

地 盤は、粒子が集まって出来ているものです。このため、粒子の特性が、地

盤の挙動や崩壊に深く関係します。粒子の特性には、粒径やその分布、形

状、強さがあります。本研究室における粒子の強さと地盤の挙動に着目した検討

は、国際的に認知されているところです。特に、粒子の強さの測定方法や、粒子の

強さと崩壊に関係する室内実験、また、その数値計算によるシミュレーションに

ついて取り組んでいます。その結果、粒子が強さと、地盤の挙動や崩壊の関係に

ついて、説明できることを明らかにしています。将来的には、粒子の特性だけで、

地盤の挙動や崩壊のシミュレーションが可能となることを目指しています。

さて山口県を含む中国地方には、まさ土と呼ばれる脆い粒子を主体として地質

でおおわれています。この地質では降雨による地盤災害が多く、毎年、各地に被

害をもたらしています。今後もさらに豪雨の頻発することに備え、地盤災害の発

生を未然に予知するための検討も行っています。崩壊の前兆をとらえるための測

定技術や計測結果の分析技術を実際に現地に設置して検討を行っています。

林  久資  助教
 Hayashi Hisashi 

2007年 大阪工業大学工学部卒業
2012年 大阪工業大学大学院工学研究科博士後期課程修了
2012年～ 福島工業高等専門学校 助教および講師を経て、
2018年 山口大学助教となる。

http://tunnel.civil.yamaguchi-u.ac.jp/WEBサイト

・ 土質力学 
・ 基礎工学
・ 地盤の挙動
・ 地盤防災

http://geotech.civil.yamaguchi-u.ac.jp/index.htmlWEBサイト
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セメントや石灰による改良地盤の耐久性　
～長期的な性質変化と改良技術の高度化～

・ 土質力学
・ 耐久性・環境劣化・モニタリング・評価
・ 維持・管理
・ 地球温暖化

我

軟弱化が確認された堤防基礎部の石灰改良土層

が国は、軟弱地盤が広範囲に分布しています。国土面積は限られて

いるので、このような地盤も何らかの対策を施して利用していく必

要があります。主な軟弱地盤対策の一つとしてセメントや石灰を混合し、化

学的に固結させることで、強度や変形に対する耐力を向上させ、安定化を

図る工法があります。しかし、この工法は歴史が浅く、耐久性などについて

は十分に議論されてきておりません。

最近、感潮河川における堤防基礎部の改良層が河川を遡上してきた海水

の影響で軟弱化していることが発覚しました。今後、地球温暖化に伴う海面

上昇等によって、このような問題が頻発化することも考えられます。そのた

め、セメント・石灰改良土が用いられた構造物の機能維持を目的として、改

良地盤の長期的な耐久性の評価や対策技術の開発についての研究を行っ

ています。また、未解明な点が多いこの現象の機構解明に関する基礎的な

研究も行っています。

原  弘行  講師
 Hara Hiroyuki

2005年 佐賀大学理工学部卒業
2010年 佐賀大学大学院工学系研究科修了
佐賀大学低平地沿岸海域研究センター センター講師、
山口大学助教、宮崎大学助教を経て、
2017年より山口大学講師となる。
       

2001 Khulna University of Engineering and Technology, 
B.Sc. In Civil Engineering 
2003 BUET, M.Sc. In Civil and Environmental Engineering 
2007 Saga University, Ph.D. 
2012 Yamaguchi University, Associate Professor
2018-2019 Visiting Scholar, 
University of California, Berkeley 
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縁の下の力持ち「盛土」を
崩れないようにするために

・ 地盤と構造物
・ 地盤防災
・ 河川工学
・ 地盤環境工学

洪

盛土がどのように崩れるか、現地調査、模型実験と数値解析を
組み合わせて解明していきます。

水から都市などを守ってくれる河川堤防は土で出来ています。河川

堤防は川に沿って何十キロもあり、長い年月をかけて作られてきた

ため、どの様な土で作られたのか、よく分かっていません。

2015年に起きた鬼怒川の様に、河川堤防は大きな洪水が来れば切れてしま

います。それを決壊といいます。たとえば、2012年に福岡県の矢部川で川の

水が河川堤防から漏れてしまうことによって、崩れて決壊しました。河川堤防

の下に水を通しやすい砂の層があったことが原因と考えられています。

しかし、今の私達の知識では、河川堤防がどの様な場合に崩れて決壊するの

か、その詳しい条件や過程には、未だ解明されていないことが多くあります。

そこで、河川堤防をはじめとする「土を盛り上げて高くした『盛土』」がどの様

な場合に、どの様な過程で崩れるか解明するために、現地調査、模型実験と

数値解析を組み合わせて研究しています。

http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~mori/WEBサイト

森  啓年  准教授
 Mori Hirotoshi

1999年 京都大学大学院工学研究科環境地球工学専攻修了
2009年 英国ケンブリッジ大学工学部MSc（修士）課程修了
2010年 東京大学大学院 博士（工学）
建設省・国土交通省等（1999年～）を経て、
2016年より山口大学准教授となる。

、
を経て、

より
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、

准教授

2016 年より同准教授となる。
を経て、

炭素繊維補強材を用いて
コンクリート構造の耐久性をアップグレード

・ コンクリート
・ 複合材料・新材料
・ コンクリート構造
・ 維持管理工学

社　　　会基盤（インフラ）の老朽化は、日本が抱える社会問題の一つで

す。社会インフラの中でも橋梁やトンネルといった道路構造物の

多くは（鉄筋）コンクリートで建造されています。これから将来にわたり建

設する土木構造物は、これまで以上の長期的な耐久性を実現する必要が

あり、また今ある多くの構造物はできるだけ永く使えるように、適切に維

持管理していかなくてはなりません。私の研究室では、コンクリート構造

物の耐久性向上に貢献できる各種の技術について取り組んでおります。

そのひとつとして、鋼材のように腐食することがなく、軽量で優れた強度

を有する炭素繊維補強材（Carbon Fiber Reinforced Polymer: CFRP）を用

いてコンクリートを補強する技術について研究しています。写真の試験

は、CFRP製の棒材（ロッド）をコンクリート表層に埋め込んで補強した鉄

筋コンクリート床版上を大型交通車輌が繰返し通過する疲労性状を調べ

ているものです。

1996年  山口大学工学部社会建設工学科 卒業
2000年  山口大学大学院理工学研究科博士後期課程 修了
山口大学工学部 助手、同講師を経て、
2005年  同助教授（現 准教授）となる。

CFRP ロッドを埋め込んで補強したコンクリート床版の輪荷重載荷実験
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センターの活動

インフラメンテナンスにかかる人材育成と研究開発テーマ

健全で活力ある社会を維持するためには、インフラの効率的な
運用と安全確保のための維持管理が不可欠です。
「工学部附属社会基盤マネジメント教育研究センター」は、イン
フラメンテナンスにかかわる技術開発と人材育成を通じて地域に
貢献することを目的として、平成 29 年11月に発足しました。
当センターでは、自治体や産業界と連携して、社会資本の長寿
命化を実現するための技術開発と研究開発の社会への還元を行
うとともに、地域のインフラの維持管理を支える技術者の育成の
ため、社会基盤メンテナンスエキスパート山口（ME 山口、国土
交通省登録資格）養成事業を推進しています。

【YU-CIMのミッション三本柱】
①インフラの点検・診断と長寿命化に資する技術の研究開発および
　インフラの効率的運用に関するマネジメント技術の研究開発
②安心安全な社会を下支えし地域のインフラ再生を担う人材の教育
③自治体や産業界と連携した安心安全社会の確保と地域産業の創出・
　振興

センターHP： http://yucim.civil.yamaguchi-u.ac.jp/

工学部附属社会基盤マネジメント教育研究センター YU-CIM
代表者：麻 生 稔 彦 教授

YU-CIM

地震などの自然災害に強いしなやかな橋の
開発と橋のデジタルツイン化を目指す

橋

橋の地震時シミュレーションを行うために作成した橋梁構造の 3 次元モデル
（デジタル・ツイン）

は私達の安全・安心で、豊かな生活を支える重要なライフラインで

す。地震が起きた時の橋の揺れを数値シミュレーションで分析し、

地震に強い橋の開発を私達は目指しています。図はシミュレーションに使

う解析モデルを作るために、設計図から作成した３次元モデル（デジタル

・ツイン）です。橋の耐震性評価や新しい耐震デバイスの開発、橋の性能を

評価するヘルスモニタリングなどを行うために、橋のデジタル・ツインを

作成、シミュレーションを通じて研究を行っています。 

地震に強い橋を作るためには、外力にただ抵抗するだけでなく、橋がしな

やかに変形することで地震の力を受け流したり、免震支承や制震デバイス

を設置するなどして地震による影響を小さくしたりすることが重要です。私

たちはシミュレーション、モニタリング、デジタル・ツインなどの新しい技術

を活用して自然災害に強い橋を作るための研究を行っています。

1997年　東京工業大学工学部卒業
1999年　東京工業大学大学院修士課程修了
東京工業大学助手、建設コンサルタンツ会社勤務を経て、
2011年より山口大学准教授となる。

http://www.bridge.civil.yamaguchi-u.ac.jp

・
・
・
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